令和2年5月１４日

大私幼加盟園　園長・設置者各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人大阪府私立幼稚園連盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症対策PT

「自主登園、保育の再開に向けての検討資料」

　新型コロナウイルスの新たな感染者が減少傾向を示していますが、まだまだ予断の許さない状況です。各園におかれましては、国、大阪府、市町村からの状況を踏まえつつ、自園の登園再開のタイミングや保育再開後の課題に対して様々なお悩みをお持ちのことと存じます。新型コロナウイルスに関してはまだまだ分かっていないことが多く、エビデンスに基づく厳密な保育の基準の提供や正解を提示することは難しいのですが、国や府の資料等も活用しながら、各園が地域や市町村の状況も踏まえ、そして何よりも保育の再開を待ちわびている方と感染への不安感が大きい家庭へも配慮しながら、各園の最適解を導き出す一助として、文科省、全日私幼等の資料と共にご活用いただければ幸いです。
以下の項目につきまして、緊急事態宣言終了後の新たな教育・保育活動や経営についての事例、アイデアを企画委員の中で出し合いました。これ以外にも今後加盟園の皆さんからアイデアをご提供いただくとともに、行政に対して支援を求めてまいりたいと存じますので、今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

１．具体的な疑問・不安と対応事例
1 感染状況に応じた保育の提供レベルを決めておく→保護者への周知
・休園　　
複数の園児、保育者に感染が確認され濃厚接触者がいる
→２週間の臨時休園
・条件付き保育　　　
緊急事態宣言発令又は市内の就学前施設等で複数の感染者が確認
市通知により市内の就学前施設（保育所、認定こども園含む）が臨時休園中
預かり保育・2号・3号児は保護者が医療従事者等の条件で保育実施　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（条件の有無や範囲は市によって異なる）



・自由登園・園庭開放（1号）
　２・３号は引き続き条件付き保育
　　緊急事態宣言継続するも市内の就学前施設で感染者が減少傾向
　　　注意喚起及び家庭保育の推奨
　　　早く登園したい家庭としばらく登園を控えたい家庭、両方があることへ配慮

・部分的保育再開（1号）
　２・３号児は通常＋短時間を推奨
　「自主登園」とし、保護者に対し注意喚起を行う。
※登園しなくとも欠席として扱わない

・通常保育
市内に感染者がいない
バス送迎、給食、課外教室も通常通り
※府教育庁の登校日中止に関する取り扱い基準は、府対策本部会議(第15回)資料2-4に参照
http://www.pref.osaka.lg.jp/kikaku_keikaku/sarscov2/15kaigi.html


2 家庭支援
休園期間中の家庭をどのように支援するか？　
・幼児が家庭でも遊びを楽しみ、満足感や充足感を味わえるような支援
・一日の生活のリズムを整え、規則正しい生活を送るための支援
・幼稚園が再開した際に円滑に園での生活になじめるようにする支援
・園庭等を活用した体力作りの支援
・子育てに関する悩み相談やストレス軽減、虐待防止など、保護者に対する支援等

様々な方法
電話、動画配信、家庭訪問、園庭開放、オンラインでの対話等
※文科省「新型コロナウイルス感染症への対応のための幼稚園等の
取組事例集」等を参考にまずは園で出来ることから
著作権に関する注意（SARTRAS）

　

3 教育保育の再開とガイドライン
(ア)	感染の防止
・分散
　　　登園、降園の分散（特に部分的保育再開時等）　
　　　分散登園による屋内での3密の防止
　　　週１回～3回の登園
1クラスを3分割、2分割での保育実施
1クラスに入る人数基準を設定（小学校は15人まで）
ソーシャルディスタンス２ｍ
　　　
・手洗い、消毒、検温
登園、入室、遊びの前後の消毒、手洗い　
頻度、ルールは？　遊びの前後
　　・消毒のルール
みんなが触る場所　ドアノブ、スイッチ、手すり電話、パソコン・・・
消毒の頻度、ルール
※具体的にどのように対応しているかを保護者へ発信→安心・信頼
・給食
　　　対面を避ける、配膳の工夫→1人の大人が配膳　
　　　午前保育、お弁当日を増やす等の対応
・子どものマスク着用
　　　どの場面で必要となるか、外してもよいかを決める
　3歳以上は着用か。
・おもちゃの共有　
　　　数を補充し分散、みんなで分け合うから個々に使う
・日常の手洗い
基本の手洗い、手指の消毒、感染状況に応じてタオル→ペーパータオル
固形石けんかポンプ式か
・預かり保育
　感染状況と預かる条件

(イ)保育の計画と行事
・カリキュラムをどのように考えるか
保育再開から通常の第1期が始まるとするか。
・全員が集まることが絶対に必要なことは何か。
本当に必要な行事は？
参観、宿泊保育、運動会、発表会、遠足、誕生会、作品展etc
※感染の状況と多くの保護者が園内に入ることが許容される時期に応じて
　中止、延期、あるいはその行事のねらいを達成する別の方法は？
・Zoom等を使ってオンラインで出来ることはないか？
※Wi-Fi環境が無い家庭への配慮

(ウ)PTA活動、保護者連携
・必要な活動、行事
・個人懇談やクラス懇談をZOOMで？　
・預かり保育の再開
※ＩＴ環境の整備
2． 検討が必要な事項
1 経営
・実費徴収、特定徴収
　どのような考え方や事例があるか　事例参照　
※根拠を示し、保護者の納得を得ることが大前提
・バスの運行は
　着座の間隔を空ける、コースを増やす　
・業者との委託契約
　参考　業者は社員に給与支給しているか、園の支払いと助成金の二重取りはないか
　　　　支払い停止で業者が廃業しては困る
→支払う限りは代替えの労働や商品の提供を求められないか
2 労務管理
・休業の給付金は？
・非常勤の職員に対する給与
・有給の取り扱い

3 その他
・園内で感染が判明した場合にするべきこと
厚労省等の通知参照　
・法人理事会、決算
　規定の方法により開催するが、委任状等により
・実習の受け入れ、次年度の採用スケジュール

